
一般社団法人兵庫県病院協会 令和７年度病院看護職員等研修会 
 

「２０４０年に向かって求められる看護の役割」 
 
 
 
 
 

 

 

日   時   令和７年１１月４日（火）１４時００分～１５時３０分 （受付１３時３０分～） 
 

場   所   兵庫県医師会館 ２階 大会議室 (神戸市中央区磯上通 6-1-11) 
 

講   師   国際医療福祉大学大学院 教授・副大学院長  福 井 トシ子 先生 

   助産師、看護師 

1983 年 4 月 東京女子医科大学病院に入職 

1991 年 4 月 杏林大学医学部附属病院・総合周産期母子医療センター師長 

2003 年 4 月 杏林大学医学部附属病院看護部長 

2010 年 7 月 日本看護協会常任理事 

2017 年 6 月 日本看護協会会長 

2023 年 6 月 国際医療福祉大学大学院 教授・副大学院長 
 

申し込み   別紙「参加申込書」により、ＦＡＸにてお申し込みください。 

                                  ※令和７年１０月２４日（金）〆切 
 

参 加 費  お１人３,０００円（当日現金にて承ります） 

        ※会員病院以外の参加は、お 1 人４，０００円で承ります。 
 

そ の 他  会場へは、公共交通機関をご利用下さい。 

 

 

(主  催) 

一般社団法人 兵庫県病院協会 

〒651-0086 

 神戸市中央区磯上通 6-1-11 

                 兵庫県医師会館 ７階 

TEL 078 (251 )3030  

FAX 078 (251 )3011 

 

人々の医療・介護ニーズは増大し、多様化・複雑化している。従来の病院完結型から、医療・ケアと生活

が一体化した地域完結型の体制へと転換が図られ医療機関に入院して受療していた人々の多くは、住み

慣れた地域で療養するようになった。このような中、看護職は、地域のあらゆる資源を活用し、療養する

人々を暮らしの場で支える。このことは今後一層推進され、地域共生社会へと向かう。 

これらの背景を踏まえ、2040 年に向かって求められる看護の役割について共有します。 

【  会 場 付 近 ⾒ 取 り
図 】 

 
 JR・阪急・阪神・地下鉄『三宮駅』から南東

へポートライナー沿いに徒歩 10 分です。 



【別紙】     参 加 申 込 書 
【令和７年度 病院看護職員等研修会】 

「２０４０年に向かって求められる看護の役割」 
 

令和  年  月  日 
 
  一般社団法人兵庫県病院協会事務局 あて 
 
                病 院 名                
                担当者名               
                電  話    （   ）      

Ｆ Ａ Ｘ    （   ）      
 
 次のとおり参加者名簿を添えて申し込みます。 
※ 参加者氏名 

職    名      氏     名 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
※ ＦＡＸ番号  ０７８－２５１－３０１１（送信書不要） 

 
＊ この参加申込書が送信された時点で参加受諾とし、あらためて参加可否の連絡は当協

会から行いませんので、ご了承ください。 
＊ この件についてのお問い合わせは、事務局・林または末盛までお願いします。 


